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地
域
の
農
家
だ
け
で
は
保
全
が
難
し
い
農
地
を
、
農
外
の
多
様
な
活
用
団
体
に
有
効

利
用
し
て
も
ら
う
モ
デ
ル
フ
ァ
ー
ム
運
動
の
2
例
目
の
協
定
調
印
式
が
、
3
月
1
日
、

京
都
府
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
活
用
団
体
の
関
西
電
力
労
働
組
合
京
都
地
区
本
部
を
受
け
入
れ
る
の
は
、
京

丹
波
町
北
久
保
地
区
。
戸
数
14
戸
の
小
さ
な
集
落
で
す
。

山
田
京
都
府
知
事
や
本
会
議
の
林
副
会
長
ら
の
立
ち
会
い
の
下
、
関
電
労
組　

岡
本

執
行
委
員
長
と
山
内
区
長
が
相
互
に
協
定
書
に
調
印
。

ま
た
、
同
時
に
両
者
で
「
森
林
の
利
用
保
全
に
関
す
る
協
定
」
も
結
ば
れ
、
森
か
ら

農
地
へ
境
目
の
な
い
維
持
保
全
活
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
組
合
員
と
そ
の
家
族
は
集
落
と
協
働
で
裏
山
や
農
地
の
草
刈
り
、
間
伐
、
広
葉

樹
の
植
栽
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
栽
培
、
水
路
の
清
掃
な
ど
の
活
動
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

モ
デ
ル
フ
ァ
ー
ム
運
動
の
推
進

主
体
で
あ
る
農
業
会
議
は
、
府
内

に
5
名
の
推
進
員
を
配
置
す
る
ほ

か
、
12
月
に
は
農
業
委
員
さ
ん
な

ど
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
に
し
た

研
修
会
を
開
く
な
ど
し
て
、
こ
の

運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
農
業
委
員
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
？
」

南
北
２
ヵ
所
で

 

農
業
委
員
さ
ん
が
交
流

新
規
就
農
者
の
支
援
や

農
家
へ
の
情
報
提
供
な
ど
幅
広
く

府
内
の
農
業
委
員
さ
ん
が
日
頃
の
課
題
と

取
り
組
み
経
験
な
ど
を
交
流
す
る
「
農
業
委

員
研
修
・
交
流
会
」
が
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
（
舞

鶴
市
：
1
月
20
日
）（
＝
写
真
）と
南
部
ブ
ロ
ッ

ク（
八
幡
市
：
1
月
27
日
）の
2
ヵ
所
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
70
名
、
90
名
、
計

160
名
の
農
業
委
員
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、「
今
、
地
域
農
業
と
農
業

委
員
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
」
と
題
し

て
、
福
井
県
立
大
学
の
北
川
太
一
教
授
に
よ

る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
の
ち
、
分
科
会
に

分
か
れ
、
地
域
に
お
け
る
農
業
委
員
会
活
動

の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
意
見
・
情
報
交
換
を

し
ま
し
た
。

北
部
の
あ
る
分
科

会
で
は
、
新
規
就
農

者
や
集
落
営
農
な
ど

参
加
者
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
担
い
手

が
紹
介
さ
れ
、
農
業

委
員
と
し
て
で
き
る

支
援
に
つ
い
て
、
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

協定を締結した北久保地区山内区長（左から３人目）と関電労組
岡本執行委員長（右から３人目）。関係機関も一丸となって取り
組みを支援することが確認されました。

背後に山林を控える北久保集落の農地

集
落
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
大
企
業
の
労
組

 

　
　
　
　
　

モ
デ
ル
フ
ァ
ー
ム
が
誕
生

2
事
例
目
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き
ょ
う
と
女
性
農
業
委
員
の
会

府
内
4
ブ
ロ
ッ
ク
で
特
長
あ
る
活
動
を
活
発
化

7
月
の
農
業
委
員
統
一
選
挙
に
よ
り
、「
き
ょ
う
と
女
性
農
業
委
員
の
会
」

の
会
員
は
44
名
と
な
り
ま
し
た
。

9
月
の
総
会
で
乾
清
絵
会
長
（
京
都
市
）
が
就
任
し
、
新
し
い
役
員
体
制

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
府
内
4
ブ
ロ
ッ
ク
で
そ
れ
ぞ
れ
2
回
ず
つ
の
研
修
交
流
会
を
開
催

し
た
ほ
か
、
2
月
に
は
京
都
市
内
で
全
体
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
体
験
農
園
の
運
営
（
京

都
・
乙
訓
・
宇
治
）、
地
産
地
消
、
農
産
加
工
（
綴

喜
・
相
楽
）、
新
規
就
農
者
、
後
継
者
へ
の
支

援
（
南
丹
、
中
丹
・
丹
後
）
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
課
題
を
反
映
し
た
特
色
あ
る
テ
ー
マ
で
情
報

交
換
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
都
で
開
か
れ
た
「
女
性
農
業
委

員
活
動
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
3
月
）
に
参

加
す
る
な
ど
、
全
国
で
の
つ
な
が
り
も
で
き
つ

つ
あ
り
ま
す
。

京都市内で開かれた全体研修会

全
国
の
農
政
活
動
に
も
参
画

「
農
業
委
員
会
会
長

代
表
者
集
会
」
に
代
表
参
加

︱
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
で
要
請
行
動
︱

全
国
の
農
業
委
員
会
の
会
長
が
集
う
全
国
農
業
委

員
会
会
長
代
表
者
集
会（
主
催
：
全
国
農
業
会
議
所
）

に
は
、
京
都
府
を
代
表
し
て
11
名
の
農
業
委
員
会
会

長
ら
が
出
席
し
ま
し
た（
＝
写
真
）。

集
会
で
は
、
食
と
農
業

の
再
生
に
向
け
た
要
請
決

議
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
撤

回
を
求
め
る
要
請
決
議
な

ど
が
採
択
さ
れ
、
衆
参
の

議
員
会
館
を
訪
れ
、
与
野

党
の
地
元
選
出
国
会
議
員

に
対
し
て
要
望
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

業
委
員
会
の
広
報
活
動
が
ま
す
ま
す
活
発
に
!!

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
開
く

平
成
23
年
に
京
都
府
内
の
農
業
委
員
会
が
発
行

し
た
広
報
紙
の
で
き
ば
え
を
競
う
「
第
21
回
京
都

府
農
業
委
員
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
は
、
京
丹

後
市
農
業
委
員
会
の
「
京
丹
後
市
農
業
委
員
会
だ

よ
り
」
が
金
賞
に
入
賞
、
６
年
連
続
で
ト
ッ
プ
の

座
を
維
持
す
る
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

【
第
21
回
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
】

◆
金 

賞	

「
京
丹
後
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」

◆
銀 

賞	

「
南
丹
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り 

な
ん
た
ん
」

◆
銅 

賞	

「
京
都
市
農
委
だ
よ
り
」

	

「
き
ょ
う
た
な
べ
の
う
ぎ
ょ
う
委
員
会
だ
よ
り
」

◆
奨
励
賞	

「
う
じ
た
わ
ら
農
委
だ
よ
り
」

	

「
ま
い
づ
る
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」

	

「
農
業
委
員
会
だ
よ
り　

よ
さ
の
」

さ
ら
に
、
全
国
農
業
会
議
所
主
催
の
全
国
農
業

委
員
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
京
都
府
代
表
と
し
て

エ
ン
ト
リ
ー
し
た
「
き
ょ
う
た
な
べ
の
う
ぎ
ょ
う
委

員
会
だ
よ
り
」
が
善

戦
。
こ
の
ほ
ど
、
全

国
で
№
2
の
「
優
秀

賞
」
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
コ
ン
ク
ー

ル
の
表
彰
式
は
3
月

28
日
開
催
の
京
都
府

農
業
会
議
第
105
回
総

会
で
執
り
行
わ
れ
ま

す
。

これまでの主な取り組み

（９月〜）

9月
●きょうと女性農業委員の会臨時総会

10月
● �第 1 回ブロック別女性農業委員
研修交流会（～ 11 月）

11月
● �農地相談センター　出張相談
　（～ 2月）
●�第 2 回ブロック別女性農業委員
研修交流会（～ 12 月）

12月
●全国農業委員会会長代表者集会
●�第 21 回京都府農業委員会広報コ
ンクール審査会

平成24年
1月
● �ブロック別農業委員研修・交流会

2月
● �農業会議役員等会議
●�平成 23 年度農業委員会委員等表
彰審査委員会

●農の雇用事業に係る研修・説明会

3月
● �モデルファーム、モデルフォレスト
協定調印式

●�女性農業委員活動推進シンポジ
ウム

紙面もカラフルな３賞の入賞作品
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「
農
の
雇
用
事
業
」が

　

よ
り
手
厚
く
、取
り
組
み
や
す
く

平
成
24
年
度
は

4
回
募
集
予
定

新
規
就
農
を
増
や
し
、
将

来
の
農
業
を
支
え
る
人
材
の

確
保
が
急
務
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
受
け
、
農
業
会
議
が

実
施
す
る「
農
の
雇
用
事
業
」

は
、
来
年
度
か
ら
、
重
要
な

支
援
策
と
し
て
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
ま
す
。

事
業
対
象
要
件
の
大
幅

な
緩
和
や
支
援
期
間
の
延
長

な
ど
、
よ
り
取
り
組
み
や
す

く
、
手
厚
い
内
容
と
な
っ
た

24
年
度
分
は
4
回
に
わ
け
て

募
集
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、

す
で
に
行
わ
れ
た
第
1
回
目

の
募
集
で
は
、
9
経
営
体
か

ら
12
名
の
研
修
生
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

「
農
の
雇
用
事
業
」
は
平

成
21
年
か
ら
農
業
会
議
を
窓

口
に
実
施
さ
れ
て
き
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
、
京
都
府
内
で

49
経
営
体
で
取
り
組
ま
れ
、

研
修
生
と
し
て
指
導
を
受
け

た
雇
用
者
は
の
べ
131
名
に
の

ぼ
り
ま
す
。

農
業
会
議
の
担
い
手
支
援
は
、
個
別
訪
問
で
親
切
、
丁
寧

ス
ぺ
シ
ャ
リ
ス
ト
派
遣　

平
成
23
年
度
も
多
く
の
担
い
手
に
活
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

農
業
会
議
で
は
、
担
い
手
支
援
策
の
一
環
と
し
て
、
税
理
士
や

中
小
企
業
診
断
士
、
社
会
保
険
労
務
士
な
ど
の
専
門
家
集
団
（
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
）
を
現
地
に
派
遣
し
、
個
別
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
は
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
加
え
、
意
欲
あ
る
農
業

者
や
集
落
営
農
の
法
人
化
を
専
門
に
指
導
す
る
4
名
の
「
法
人
化
請

負
人
」
も
配
置
し
、
よ
り
綿
密
な
支
援
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
診
断
士
に
よ
る
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
の
経
営
や
商
品
開
発
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
専
門
家
に
よ
る
観
光
農
園
の

宣
伝
方
法
、
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
雇

用
に
つ
い
て
の
相
談
な
ど
平
成
23
年
度

中
も
、
多
く
の
経
営
者
の
方
々
に
活
用
い

た
だ
き
ま
し
た
。

「
一
対
一
な
の
で
、
疑
問
に
思
う
こ
と
を

遠
慮
な
く
聞
け
て
、丁
寧
に
わ
か
り
や
す
く

教
え
て
も
ら
え
る
」と
た
い
へ
ん
好
評
で
す
。

　

京
都
府
農
業
会
議
で
は
、
3
年
に
1
度

の
農
業
委
員
統
一
選
挙
の
年
度
に
、
農
業

委
員
や
本
会
議
会
議
員
と
し
て
功
績
の

あ
っ
た
方
々
を
表
彰
す
る
「
農
業
委
員
会

委
員
等
表
彰
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
京
都
府
知
事
表
彰
15
名
、
農
業

会
議
会
長
表
彰
45
名
の
方
々
が
表
彰
さ
れ

ま
す
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

〈
京
都
府
知
事
表
彰
受
賞
の
皆
様
〉（
敬
称
略
）

玉
川
勝
太
郎（
京
都
市
）�

今
井　

義
弘（
京
都
市
）

渡
邉

太
郎（
京
都
市
）�

梁
川　

伊
一（
京
都
市
）

北
谷
龍
次
郎（
京
都
市
）�

小
泉　
　

博（
大
山
崎
町
）

林　
　

善
嗣（
京
田
辺
市
）�

木
原　

治
男（
京
田
辺
市
）

北
窪　

敦
美（
南
山
城
村
）�

人
見　

保
夫（
南
丹
市
）

三
田
彌
壽
信（
与
謝
野
町
）�

小
向　

昭
雄（
伊
根
町
）

奥
田　

富
和（
京
都
府
農
業
会
議
）

中
川　

泰
宏（
京
都
府
農
業
会
議
）

河
村　

律
子（
京
都
府
農
業
会
議
）

〈
農
業
会
議
会
長
表
彰
受
賞
の
皆
様
〉�（
敬
称
略
）

田　
　

修（
京
都
市
）�

澤
野
井
清
麿（
京
都
市
）

宮
﨑　

良
三（
京
都
市
）�

三
浦　

定
夫（
京
都
市
）

築
坂　
　

晃（
向
日
市
）�

西
小
路
重
幸（
長
岡
京
市
）

𠮷
嶋　
　

永（
長
岡
京
市
）�

島　
　

義
實（
大
山
崎
町
）

水
谷　
　

修（
宇
治
市
）�

菊
岡　

政
次（
城
陽
市
）

古
川　
　

徹（
城
陽
市
）�

北
口　

幸
雄（
城
陽
市
）

小
嶋　

信
彌（
久
御
山
町
）�

長
村　
　

諭（
八
幡
市
）

松
島
規
久
男（
八
幡
市
）�

長
村　

善
平（
八
幡
市
）

中
島　

嘉
久（
京
田
辺
市
）�

中
村　

英
夫（
京
田
辺
市
）

西
村　

和
俊（
京
田
辺
市
）�

西
村　

重
男（
笠
置
町
）

濟
藤　

正
広（
和
束
町
）�

松
尾　

純
一（
精
華
町
）

竹
内　
　

清（
精
華
町
）�

山
𦚰　

英
富（
亀
岡
市
）

榎
本　

良
明（
綾
部
市
）�

大
山　
　

勇（
綾
部
市
）

四
方　

克
代（
綾
部
市
）�

菊
田　

哲
夫（
福
知
山
市
）

足
立　
　

進（
福
知
山
市
）�

大
槻　
　

登（
福
知
山
市
）

芦
田　

勝
善（
福
知
山
市
）�

梅
原　
　

均（
福
知
山
市
）

曽
根　

茂
延（
福
知
山
市
）�

森
川
耕
一
郎（
宮
津
市
）

香
山　

誠
一（
与
謝
野
町
）�

宇
野　

明
忠（
京
丹
後
市
）

鴨
田　

忠
司（
京
丹
後
市
）�

由
村　

幹
夫（
京
丹
後
市
）

藤
本　

和
久（
京
丹
後
市
）�

立
野　
　

定（
京
丹
後
市
）

藤
原　

秀
夫（
京
都
府
農
業
会
議
）

河
津　

英
範（
京
都
市
・
職
員
）

芦
田　

陽
生（
京
都
市
・
職
員
）

伊
吹　
　

学（
和
束
町
・
職
員
）

笹
岸　

里
香（
京
都
府
農
業
会
議
・
職
員
）

農業法人で指導する社会保険労務士（京丹後市）

平
成
23
年
度
農
業
委
員
会
委
員
等
表
彰

京
都
府
知
事
表
彰
に
15
名
、
農
業
会
議
会
長
表
彰
に
45
名

農
地
利
用
を
広
く
府
民
に
呼
び
か
け

農
地
相
談
ブ
ー
ス
を
設
置

農
業
会
議
に
設
置

す
る
「
京
都
府
農
地
相

談
セ
ン
タ
ー
」
で
は
府

民
や
企
業
に
対
し
て
広

く
農
地
の
利
用
を
呼
び

か
け
る
た
め
、
関
係
農

業
委
員
会
の
協
力
を
得

て
、
以
下
の
と
お
り
、

農
業
祭
な
ど
各
地
の
催

し
会
場
に
相
談
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
農
業
参
入
等
の
出

張
相
談
を
展
開
し
ま
し
た
。

11
月
3
日
：
京
田
辺
市
産
業
祭
（
京
田
辺
市
）

11
月
5
日
：
京
の
農
林
秋
ま
つ
り
（
京
都
市
西
京
区
）

11
月
20
日
：
せ
い
か
祭
り
（
精
華
町
）

12
月
16
日
：�
き
ょ
う
と
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア	

�

（
み
や
こ
め
っ
せ
）

2
月
23　

：
京
都
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
フ
ェ
ア
２
０
１
２	

　

～
24
日　

�

（
パ
ル
ス
プ
ラ
ザ
）

「京の農林秋まつり」（京都市）での相談。
市民農園の利用や農地の新規取得などに
ついて、相談者があいつぎました。
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会
議
員
の
異
動

〈
１
号
会
議
員
〉

　

京
丹
波
町
：
再
任　

白
樫　

貢

常
任
会
議
だ
よ
り

　

農
地
法
等
諮
問
案
件
の
審
議
の
ほ
か
、

次
の
課
題
を
協
議
し
ま
し
た
。

第
３
５
９
回
常
任
会
議
（
9
月
）

協
議①

平
成
24
年
度
京
都
府
農
林
施
策
と
予

算
に
関
す
る
要
望
（
案
）
に
つ
い
て

報
告①

農
地
法
第
3
条
許
可
の
権
限
移
譲
に

つ
い
て

第
３
６
０
回
常
任
会
議
（
10
月
）

協
議 ①

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
反
対
を
求
め

る
組
織
対
応
に
つ
い
て

第
３
６
１
回
常
任
会
議
（
11
月
）

報
告①

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
め
ぐ
る
動
き
と
組
織
対
応

に
つ
い
て

第
３
６
２
回
常
任
会
議
（
12
月
）

報
告①

農
業
会
議
の
農
業
法
人
対
策
に
つ
い
て

第
３
６
３
回
常
任
会
議
（
1
月
）

協
議①

平
成
24
年
度
京
都
府
農
業
会
議
事
業

計
画
（
骨
子
）
に
つ
い
て

報
告①

農
業
委
員
会
・
農
業
会
議
に
係
る
国

の
平
成
24
年
度
予
算
案
に
つ
い
て

第
３
６
４
回
常
任
会
議
（
2
月
）

協
議①

平
成
24
年
度
京
都
府
農
業
会
議
事
業

計
画
案
に
つ
い
て

②
第
105
回
総
会
の
運
営
と
提
出
議
案
に

つ
い
て

報
告①

平
成
24
年
度
京
都
府
農
林
関
係
予
算

案
に
つ
い
て

【
農
地
法
諮
問
案
件
の
審
議
件
数
】

（
9
～
2
月
）

第
4
条　
　

24
件 　
　

７
、４
１
４
㎡

第
5
条　
　

96
件 　

９
５
、２
８
５
㎡

　

計　
　
　

120
件 

１
０
２
、６
９
９
㎡

〈
会
議
員
現
地
調
査
7
件
〉

9
月
20
日
（
京
田
辺
市
）、
9
月
22
日
（
与

謝
野
町
）、
10
月
20
日
（
福
知
山
市
）、
10

月
20
日
（
宮
津
市
）、
12
月
14
日
（
福
知
山

市
）、
1
月
16
日
（
綾
部
市
）、
2
月
7
日

（
木
津
川
市
）

出
版
案
内

『
ま
ん
が
農
業
者
年
金
で
未
来
を
拓
く
』

●
農
業
者
に
わ
か
り
や
す
く
年
金
制
度
を

解
説
し
た
年
金
加
入
推
進
に
不
可
欠
の
一

冊
　
　
　
　
　

コ
ー
ド
23
︲
32　
　

200
円

『
農
業
者
年
金
関
係
用
語
集
』

●
難
解
な
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
農
業
者

年
金
制
度
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
、
と

て
も
役
立
つ
用
語
集
で
す
。

　
　
　
　
　

コ
ー
ド
23
︲
25　
　

500
円

『
改
訂
版
新
・
農
地
の
法
律
早
わ
か
り
』

●
農
地
法
、
基
盤
強
化
法
、
農
振
法
、
市

民
農
園
整
備
法
、
特
定
農
地
貸
付
法
に
つ

い
て
、
図
解
に
よ
り
わ
か
り
や
す
く
説
明

さ
れ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　

コ
ー
ド
23
︲
18　
　

800
円

◆　

◆　
◆

●�

引
き
続
き
全
国
農
業
新
聞
の
普
及
拡
大

を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
か
ら
農
業
委
員
、
並
び
に
事

務
局
職
員
の
皆
様
に
は
、
全
国
農
業
新
聞

の
普
及
拡
大
に
大
変
な
ご
努
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
に
つ
い
て
は
、
府
内
で
目

標
部
数
の
３
、５
０
０
部
に
は
届
か
な
い

結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
地
方

版
の
維
持
の
た
め
に
も
引
き
続
き
、
ご
協

力
を
御
願
い
い
た
し
ま
す
。


